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――東庄町の印象はいかがですか。
　諏訪神社の雰囲気がとても良いです。のびの
びと相撲ができる環境ですね。
――合宿に向けての意気込みをお願いします。
　力士は、８月の合宿で力を付けて、９月場所
へ挑みます。応援が力になりますので、ぜひ迫
力ある稽古を見に来てほしいです。

出羽海部屋相撲界の名門

　出羽海部屋は、現存する部屋では最多9人の横綱
を育てました。また、3人が日本相撲協会の理事長
を務めるなど相撲界随一の名門です。
　歴史は古く、寛政末年（1800年ころ）、出羽ノ
海金蔵が出羽ノ海部屋を設立。2014年に先代師匠
の元関脇・鷲羽山関が定年退職により、小

お ぎ の

城ノ花
は な

関
と年寄名跡を交換し師匠を交代、現在に至ります。
出羽海部屋には、小結の御

み

嶽
た け う み

海関をはじめ、幕下１
人、3段目7人、序二段４人、序ノ口２人の計15人
の力士が在籍しています。また、3人の親方が力士
の指導を担当。行事、呼出、床山、世話人、スカウ
トも在籍しています。
　現在の出羽海親方は11代目で、６代目出羽海親
方より５代目の偉大さをたたえて「ノ」を外して出
羽海となっています。

高崎親方に
聞く

◎元金
きんかいやま

開山関。平成４年
の奉納相撲で、初めて来
町。そのときの縁で、金開
山の後援会が結成される
など、町との関係は深い。

　

昭
和
60
年
の
奉
納
相
撲

に
、
出
羽
海
部
屋
の
鷲
羽
山

関
（
先
代
の
出
羽
海
親
方
）

に
来
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

鷲
羽
山
関
の
断
髪
式
に
行
っ

た
り
、
笹
川
小
で
指
導
し
て

も
ら
っ
た
り
と
、
出
羽
海
部

屋
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
13
年
に

夏
合
宿
の
相
談
を
受
け
、
実

行
委
員
会
を
結
成
。
先
の
こ
と
は

考
え
ず
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

よ
う
と
始
め
、
今
年
で
19
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　
毎
年
、
１
月
場
所
後
に
新
年
会

と
総
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
場
で
親

方
に
予
定
を
確
認
し
、
そ
こ
で
、

開
催
が
決
ま
り
ま
す
。
契
約
や
取

り
決
め
を
交
わ
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
い
つ
ま
で
や
る
と
も
決

め
て
い
ま
せ
ん
。「
笹
川
は
笹
川

流
で
良
い
」
と
、
先
代
の
親
方
に

言
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
背

伸
び
す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

こ
こ
ま
で
続
い
て
い
る
理
由
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
は
じ
め
は
、
土
俵
作
り
に
苦
労

し
ま
し
た
。
土
選
び
や
水
加
減
な

ど
を
調
整
し
、
良
い
状
態
に
仕
上

げ
る
ま
で
数
年
か
か
り
ま
し
た
。

屋
根
も
な
く
、
仮
設
で
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
や
ベ
ニ
ヤ
板
を
使
い
、
合

宿
前
に
、
設
置
・
撤
去
し
て
い
ま

出羽海 部屋の
　　  合宿

小早稲　喜久男さん

Interview

笹川出羽海後援会　会長　　

はじまりは奉納相撲から

し
た
。
そ
の
後
、
常
設
の
鉄
製
支

柱
に
し
屋
根
も
補
強
。
溶
接
な
ど

専
門
的
な
部
分
は
業
者
に
お
願
い

し
、
柱
を
立
て
た
り
ト
タ
ン
を

張
っ
た
り
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ

は
手
作
業
で
や
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
笹
川
出
羽
海
後
援
会
は

60
人
。
幹
事
を
含
む
役
員
は
12
人

で
す
。
地
元
の
伝
統
で
あ
る
相
撲

を
盛
り
上
げ
た
い
、
合
宿
を
支
え

た
い
な
ど
志
が
あ
る
人
た
ち
で

す
。
夏
合
宿
も
人
気
を
集
め
、
特

に
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
は
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵

入
り
も
好
評
で
、
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
続

け
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

同
じ
志
の
人
た
ち
と
、
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲昨年の合宿で後援会の皆さんと
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出
羽
海
部
屋
で
は
、
ち
ゃ

ん
こ
番
（
食
事
当
番
）
が
毎

日
交
代
制
で
、
３
人
く
ら
い

班
と
な
り
料
理
し
ま
す
。
昼

は
だ
い
た
い
10
時
ま
で
に
、

夜
は
18
時
ま
で
に
作
り
ま

す
。
食
事
は
、
親
方
に
始
ま

り
、
番
付
が
高
い
力
士
か
ら

順
番
に
食
べ
ま
す
。
合
宿
期

間
中
も
同
じ
で
す
。

　
力
士
の
料
理
の
腕
も
さ
ま
ざ
ま

で
、私
は
、買
い
出
し
や
メ
ニ
ュ
ー

を
一
緒
に
決
め
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
、
料
理
を
し
た
り
と
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。力
士
の
食
事
に
は
、

基
本
的
に
鍋
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

味
噌
、
醤
油
、
水
炊
き
な
ど
種
類

も
豊
富
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
お
か

ず
が
最
低
２
品
、
そ
し
て
ご
飯
で

す
ね
。
ご
飯
は
１
回
に
２
～
３
升

炊
き
ま
す
。

　
東
庄
の
お
肉
は
お
い
し
い
と
力

出羽海 部屋の
　　  合宿夏

士
に
大
変
好
評
で
す
。
差
し
入
れ

も
工
夫
し
て
調
理
し
ま
す
。
魚
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、
さ

ば
い
て
お
刺
身
や
煮
付
け
に
。
部

屋
で
は
普
段
あ
ま
り
作
ら
な
い
煮

物
も
喜
ば
れ
ま
す
。
カ
レ
ー
も
人

気
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
汗
を
か
く

の
で
、
味
付
け
は
全
体
的
に
少
し

濃
い
め
で
す
。

　
区
の
世
話
人
と
し
て
、
奉
納
相

撲
を
担
当
し
て
か
ら
35
年
。
合
宿

も
19
年
。
合
宿
期
間
中
は
、
力
士

の
け
が
や
病
気
を
気
に
か
け
て
い

ま
す
。
体
が
資
本
の
た
め
、
稽
古

に
万
全
に
臨
め
る
よ
う
食
事
を
含

め
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

夏合宿期間中の
力士の１日

▶5:30　起床
▶ 6:30　集合
　 　若い衆（新弟子など
　若い力士）は、早めに
　集合し、相撲がとれるよう
　準備します。四股やすり足で体を温めます。

▶ 10:00　稽古終了
　 　土俵は神聖な場所。稽古が終わったら、

土俵を掃き清め、盛り砂の上に御
ご へ い

幣を立て、
感謝と祈りを込めて土俵をまつります。
▶ 11:00　お風呂、食事
　 　順番にお風呂（シャワー）に入り、ちゃ

んこを食べます。
▶ 14:00　昼寝・休憩
　 　睡眠は食事と同じくらい大切です。その

後、散歩や自主練（てっぽうなど）をする
力士もいます。ちゃんこ番（食事当番）は
食事の準備を始めます。午後は、町内の福
祉施設へ慰問に行くこともあります。
▶ 18:00　夕食
　 　朝は食べず、昼と夜の 2 回の食事です。

▶ 23:00　就寝

▶7:30　稽古
　 　勝ち抜き方 式で

次々と相撲をとる「申
し合い」、攻め手と
受け手に分かれて土
俵際の詰めを磨く「ぶつかり稽古」、同じ相
手と何番もとる「三番稽古」を行います。

▶ 20:00
　　自由時間
　 　思い思いに

過ごします。
東庄ポーク＆
ビアに来てい
ることも。

稲吉　清さん

Interview

笹川出羽海後援会　　

東庄のお肉は
力士に好評

土俵で塩をまくのはナゼ？
　東西に置かれた竹ざるの中にある
塩。清めの塩といわ
れ、土俵の邪気を払
い、力士がけがをし
ないようにする祈り
の儀式です。

ちゃんこを食べるのはナゼ？
　力士の食事を「ちゃんこ」と言い、
ちゃんこ鍋だけが「ちゃんこ」ではあ
りません。ですが、鍋は調理の手間も
簡単でいろんな食材をとる
ことができ、栄養バランス
も良いことから、食事に出
ることが多いそうです。

▲食事の様子

おおよその時間で
す

が、部屋でもだい
たい

同じスケジュール

だそうです。

相撲のちょっとしたギモン


